
こうしんし ゅ

で，振動の多い径聞はアーマ

ーロッドおよび〆γパ一等の

防護装慣を必要とする。(佐々

木突き主)

こうしんしゅ う ぜん 更新

修繕 国鉄の車両の保守は定

期的修繕によって，あらかじ

め不良箇所を除いて故障を未

然に防ぐ方法がとられている

が， この定期修繕につき'のよ

うな方法がある。 (1) 一定期

銅心 71レミニウムより線

間に同程度の修絡を繰りかえす (2) 定期修繕の何回目かに一

度， 特別修絡を施し，中間の定期修繕の程度を軽くする。この

うち(2)の特別修絡を更新修繕と名付けている。したがって更新

修繕は定期修繕の l つであり，車両の寿命を延長する目的はな

いが，車両の新製から廃車までの保守政の総額は更新修絡を行

うことによって低減される。

気動車， m11I，客車，貨車の更新修絡は，各部分を納部にわ

たり分解修絡を行うもので新製， 鋼体化または前回更新修繕か

ら約 10 年を経過した車両について行っている。

機関車には更新修繕と名付けたものはないが，ポイラなど特

殊部分に対し. X線検査およびそれに伴なう修繕， その他の特

別修繕が申修絡において行われている。(石黒覚)

こうしんしょ く 更新植 更新に当って二次林を育成する際，

天然更新が不可能な場合に行われる人工造U， (高村義次)

こ う しんばっ 更新伐 (英) regeneration cutting 樹木の成

熟期においてこれを次代の新林に取替える目的で行われる作業

が更新て・あり ， 更新伐はこの場合の第 1 次林に加えられる伐係

作業のこと。鉄道林においては防災機能の維持を目的に更新が

行われており ， その施行法を硝状. :J:尺{え ， 漸伐，困伐， 樹列の

5 つの作業優に選んでおり ， 説明を力uえるとつぎのようである。

幣状作業は林傾または樹高に応じて狭い結状の伏区を定めて

区分皆伐し， 側方天然下種あるいは苗木値紋により第 2 次林の

慨を図る方法である。有?の籾は通常樹高の士程度までを限度
としており，伐区の配列も-Il!リ聞から述統的に行う方法と，中

間に老林干I-j をはさんで交互に伐採を進行させるものとがある。

択伐作業は全u地を対象にして一定隔年あるいは毎年抜き切

り更新を行\" .林木構成をN齢多目;?t林に導 く 方法である。した

がって択伐作業は 1 つの理惣林型をi限定して大・中・小径木の

配位に適切を期することになるので. mn庄がjにも水平的にも樹

冠十1'4成が合型的となり ， 防災刻J来をも っ とも期待し得る方法で

あるが，都Hlllの組合わせ， 伐採木選定程度の決定等において困

難性が多い。

i斬伐作業は天然更新i去の一極で別名を傘伐作業ともいう。そ

の方法は更新函に対して弱度の樹冠疎開を目的にした伐採(予

備itt) を加えて，苦手樹となるものに十分陽光を与え，ついで極

子の平等な散布を図る目的で，極子の結決年度に下極伐を行い，

さらにまの木の発生後，残ったßJ樹の後伐を行って後継林を仕立

てる方法である。

図伐作業はu地および林木の局地的変化を参しぞくして， 一

定区画問に伐採を加え，陽樹と陰樹の混こう林を仕立てること

を特長と した作業法である。

樹列作業は狭間林で，他のブ''i i:!.<では吏新が閤;!(!な場合に用い

られる情状作業の一種であるが， その程度が 2-3 列程度の極

端に狭い純凶の更新を対象に行われる作業法である。(高村義次)

ごうせいげた 合成げた (英)composite beam (独)Verbund 

Tr臠er 銅飯け'たと鉄筋コソクリ ー トスラプを特別な合成材

を用いて， 一体として働くように したけたで司ある(図ー1) 。

道路橋では路聞を形づくるために，鋼け'たの上にコ γp リー

トスラ プをnJ\，、るが，従来はこの両者はまったく別倒にl動くも

のと考えていたが，この両者の聞に変位(ひずみ)の相泉がなけ

れば，両者は-f* として働く。こ のために合成材として一般に

ジベル (Dübel) を汗oJ \，、る。

合成l断面でうける荷重の極類によ って， 活荷量合成と死活荷

重合成とに分けられる。活術重合成とは，鋼け'1.こをささえ とし

てスラプのコンク リートを打つもので，コ γ クリートスラプの

自重は銅げたでうけられている。活荷量が作用するときに，は

じめて合成断聞として働くも のであ る。

死活荷量合成とは，鋼げたをささえておいてコンクリートを

打ち， コ γP リートの重量が鋼げたに曲げやせん骨折応力をおこ

させないようにしておき ， コ γF リートの硬化後に鍋げたのさ

さえをはずして， 活荷重だけでなく ， コ γ クリ ー トの重量も合

成断而でうけるようにしたものである。

1.合成げた
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でミでNJ:iト白
鉄道145 としては昭和 29 年東海道

木線大屋駅総内131屋川橋梁(きょ う

りょう) (スパン 10 m) (写真ー2) に用

いたのが最初て'あり，その後大阪駅

高上丹j として，スパン 5 m のものが

用いられ. 11m主130 年に至って，山陽

本線小i部駅持軍内氷谷川橋梁 (ス パ γ

10.5 m) が造られ， 東京付近に勝利

支天，忍川純梁(ともにス パ γ20 m)

等が造られている。戦後とくにドイ

ツで発途し ， わが国でも近年長足に

進歩しつうある

2 高度川橋梁

技術である。

(川口判決)

乙 う せいてんわ

高声電話 主15.

声器による放送

であって， おも

に旅客誘滋j羽と

機内作業用とに

月h、られている。
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